






その他のタイトル Complex Optative Constructions in the
























に関しては，次の点を留意されたいo Nは援音を， ngは軟口蓋鼻子音を， Qは促
音(重子音の前半)を表す。子音にjが後続するものは硬口蓋化を表す。格の略称










(以下，標準語)でいえば， r~てほしいJ 構文がそれにあたる D
水海道方言の希求構文は，標準語の r~てほしい」構文がそうであるよう
に，希求される事態を補文であらわす形の補文構造をとる。この方言の希求i情
















立する 2つの格フレームがあるO 一方の格フレームでは， (1 a) に示すよう
に，被希求者は与格 (NP-nge)で現れるD これを「与格パターンjと呼ぶこ








( 1) a. ora ome-nge sogo-ni e-de morae-de. ...与格パター ン
私一主あなた-与そこ一位いてもらいたい
私はあなたにそこにいてもらいたい











































つの要素(動詞のテ形， morae， -de)の構成と否定接辞の分布を扱う O この 2
点は，この構文の統語論上の性紫を考える上でも重要であるO
2. 1 r動詞のテ形十morae-de:J
複合型希求構文の述部は， r動諦のテ形+morae-de : Jという構成になって
いる。この構文の述部は， r動詞のテ形Jr morae (mora:の連用形)Jr願望を





















































複合型希求構文 | 受益構文 述語
(aza) ki: -de morae-de: ホ(aza)ki: -de mora: 消える(悲)
(ame) huQ司temorae-de: I *(ame) huQ-te mora: 降る(雨)
(oi) wae-de morae-de: ペoi)wae-de mora: 沸く(お湯)








ほぼ同義であることは，既に述べた。単純型希求構文の述部(例:kae-de hosi : 
‘書いてほしい，)は， I窃j誌のテ形+hosi: (ほしい)Jという構成である O 複
合型希求構文の述部を f動詞のテ形十rnorae-de: (もらいたい)Jと分析して








合がある O この方言では，受益構文は次のような格フレームを取る O
( 4 )く主節の主語=主搭，補文の主語に対応する要素=位格…>











これに対し， I動詞のテ形+morae-de : Jという構成を想定した場合，被希
求者の位格及び与格は，複合述語の右側の要素である morae-de:に由来する
ものと見なすことができる D 詳細は，後述するが， morae-de:は，以下に示す
ように与格を含む格フレームと位格を含む格フレームをもっている O 下の例で
は，与絡は着点を表し，位格は起点を表す。
( 5) a. ora sengare-nge jome-godo morae-de: . 
私一主息子一与 嫁一対 もらいたい
私は息子に嫁をもらいたい。



















述語1-否定 述語2 述語1 述語2-否定 i構文の種類
不可能 I kuw-ase-ne 使役文
kuwa也 e-dehosi : I kut幽tehosjka-ne 単純型希求構文
kuwa-ne-de morae-de: I kut-te morae-daga-ne 複合型希求構文
















複合型希求構文の述部は， I動詞のテ形+morae-deJからなる o morae-de 
の単独用法における格フレームを記述することは，複合型希求構文の格フレー
ムを考える上でも重要であるO
以下に示すように，単独用法の morae-deには 2つの格フレームがある O
位格を含む絡フレームと与格を含む格フレームである。
( 7) ora are-ni nektae morae-de. 
私一主彼一位 ネクタイ一対 もらいたい
私は彼に(から)ネクタイをもらいたい。











単独用法の morae-deは， hosi: (単純型希求構文の述部の一部)の単独用
法とほぼ向義である o2つの述語には格フレームに関しても共通する点があるO
hosi:もmorae-deと同様に着点を与格で表す格フレームを持っている。



















(12) a. ora are-nge hinge soQ-te morae-de. ...被希求者ロ与格
私一主彼-与 髭一対剃ってもらいたい
私は彼に髭を剃ってもらいたい。















(13) ora magかnge siNbuN jom畑ase-da.…………………使役文
私一主孫一与 新|謂一対読ませた
私は孫に新開を読ませた。
(14) ora mango-ni siNbuN joN-de moraQ-ta. ・・・・…一受益構文
私一主孫一位 新尚一対読んでもらった
私は孫に新開を読んでもらった。



























定されるO 端文の述語が他動詞や自動詞なら，被希求者は主格で現れ， wagar 





(19) ome sogo-ni e-ru……………自動認の単独用法:主語=主格
お前一主そこ一位いる
お前がそこにいる O
(20) ziNsa haNniN-godo taeho可-ta.…他動誌の単独用法:主語=主格
巡査一主犯人一対 逮捕した。
巡査が犯人を逮捕した。









で現れる o 3項述詩文の着点名詞匂は与格 (NP-nge，NP-sa)で， wagar-u (わ
かる)や me:拍ru(見える)の経験者名詩句は経験者格 (NP-ngani)で，位置
を表す名詩句や受動文の動作主は位格 (NP-ni)で表される O





b. are dogo幽sa eQ-ta? ・・・………………・・・…・・・着点=与格
彼-主 どこ-与鮎行った
彼はどこに行った?
C. are也 ganja ome官odowagaN-me. …経験者=経験者格
彼-経ートピック お前一対 わからないだろう
彼にはお前がわからないだろう O
d. ora uzi-ni e-ru. …・………一…………………υ ・位置=位格
私一主家一位いる
私は家にいる O










































































































a. ora are-nge ki: -de morae-de.・・・・・・……・・・被希求者=有生
私ー 主 彼，与 消えてもらいたい
私は彼に消えてもらいたい。
b. 北'ora aza-sa ki : -de morae-de.一一-…・…・・・被希求者=無生
私一主癒一与 消えてもらいたい
私は癒に消えてもらいたい。





(31) a. ora ame huQ-te morae-de. …………一被希求者 z 主格
私一主雨-主降ってもらいたい
私'ぽぽ科牢って話れそV九
b. *ora ame-sa huQ-te morae-de.…-…・・……被希求者=与格
私国主 雨"与 降ってもらいたい
私は雨に降ってもらいたい。














(33) a. ora are sjkeN世間 ugaQ-te hosi:.……非与格パターン
私一主彼-主試験-与受かつてほしい 被希求者=有生
私は彼が試験に受かつてほしい。
b. *ora are-nge sjkeN-sa ugaQ-te hosi:.……与格パターン
私一主彼-与 試験-与受かつてほしい被希求者=有生
私は彼に試験に受かつてほしい。
(34) a. ora ame huQ-te hosi:. ・・………………・非与格パターン
私一主雨-主降ってほしい。 被希求者=無生
私は雨が降ってほしい。










(35) a. ora mango-nge hagama hag-ase-da. 
私一主孫一与制ミ 袴ー 対 はかせた (使役文)
…被使役者=有生与格
私は孫に袴をはかせた。
b. ora kuruma-sa tsje: N hag-ase-da. 























b. hana-!nge/-sa! mizu jar-u.…与格=植物名詞(単文)
花 1-与服/-与制i水一対やる
花に水をやるO





































(40) a. ora are-nge 
私一主彼-与





















(41) a. ora are-nge sogo-sa 
私一主彼-与 そこ一与



















c. ora ome-nge sogo-nl 


























a. ora haNniN ziNsa-ni 
私一主犯人一主巡査一位
taeho sωare-de morae-de. 
逮捕されてほしい……………………………………被希求者ヱ主搭
私は犯人が巡査に逮捕されてほしい。
b. *ora haNniN-nge ziNsa-ni 
私一主犯人一与 巡査一位






















ora oni -nge aI・e-godo meQke-de morae-de. 
私自主 鬼拘与 彼ー 対 見つけてもらいたい
私は鬼に彼を見つけてもらいたい。



































































(50) a. dare-mo kI-ne 
誰一主ーも 来ない
誰も来ない。
b. *dare-mo ku-ru. 
誰-主ーも 来る
誰も来る O










(52) a. ora [dare-mo ki-ne-Qte] iQ闇ta.
私一主誰一主ーも 来ないって言った
私は誰も来ないって言った。




























(54) a. dare-mo are (-nge) えj-temorae-daga-ne.…主節の主語
誰一主ーも 彼-主(与) 来て もらいたくない
誰も彼 iが/にi来てもらいたくない。
b. ora dare-nge-mo kj開temorae-daga也 e. …与格被希求者
私一主誰-与ーも 来てもらいたくない
私は誰にも来てもらいたくないD
c. ora dare-mo 斗temorae-daga-ne. .…ー非与格被希求者
私一主誰-主ーも 来て もらいたくない
私は誰も来てもらいたくない。



















(55) a. *dare-mo are (-nge) ki-ne-de morae-de.・…一...主節の主語
誰-主ーも 彼一主(与) 来ないで もらいたい
誰も彼 iが/に|来ないでもらいたい。
b. *ora dare-nge-mo ki也 e-demorae-de.・…ー与格被希求者
私一主誰-与ーも 来ないでもらいたい
私は誰にも来ないでもらいたい。
c. ora dare-mo ki-ne-de morae-de.………非与格被希求者
私一主誰-主ーも 来ないで もらいたい
私は誰も来ないでもらいたい。





















与格パターンでは経験者格で現れる O この場合も 2つの格パターンでは，否定
対極表現の分布が異なるO



































し， I *Jは，否定対極表現が現れ得ない位置を示すものとするO 与格パター
ンと非与格パターンで分布の違いが出る部分を楕円で図んだ。
(58) 否定対極表現の分布 否定辞の分布
希求者 被希求者 補文の 補文の 主節の
(主節の主語) 補部 述部 述部
与格パター ン NPI NPI NPI 否定辞
o NPI 否定辞





































(59) a. orai are-ngej zibuNムj-notomodazi官odosjo: kae sj-ta. 
私一主彼-与 自分の友達一対 紹介した
荘、は彼に自分の友達を紹介した。















































































(64) orai arej-nge zibu叫ん-no hku ara-: se-da. ………………使役文
私ー主彼国与 自分の服-対洗わせた 与格被使役者
私は彼に自分の服を洗わせた。
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ora seNse :i-ni zibuNi-no sengare官odobagari 
私一主先生一位 自分の息子一対ばかり
























(68) a. [NP 主 NP-与[[1 J主語 V-teJ moraぬ] 与格パターン
一---.J





























(69) a. mangoi saNniNi togonoma-de ne-de-ru. ……………..…-主格
孫一主 3人 床の間国具 寝ている
孫が3人床のj習で、寝ている O
b. seN se: gakse : rai-godo saN niNi igiN -da. …・・・・・・・・・・・・・・・対格
先生一主学生たち一対 3人 叱った
先生が学生たちを 3人叱った。
c. *mango-ngei saNniNi ame jaQωta.………………-…・・与格
孫一与 3人 飴一対ゃった
孫に 3人鉛をやった。





















b. ora gakse :ι saNniNi kj司temorae-de....非与格パターン
私一主学生一主 3人 来てもらいたい
私は学生が3入来てもらいたい。





























































































(1973)， Muraki (1978) ，柴谷(1978)，McCawley & Momoi (1986)及びMat-
sumoto (1996)が，この分析を提唱している。もう 1つの分キ斤は，これとは逆
に，与格被希求者が補文で格付与され，非与格被希求者が主主宵の述諸によって
格付与されるという分析であるo Harada (1977)， Takezawa (1987)及び竹沢







Matsumoto (1996) に見られる O 与格被希求者と補文の主言吾の関係を，コン
トロールとして捉えるか同一名詞句削除として捉えるかの違し可はあるものの，
Nakauらも同様の分析である。ここではコントロールとして捉える分析で代
表させることにする O また，これと逆の分析に関しては， Takezawa (1987) 




a. [NP希求者 NP被が者 [[↓]…v-て] ほしい] …・・・…与格ノfターン
! ←格付与(与格)
b. [NP希求者 [NP被希求者…v-て]ほしい] ……………・・・・非与格パター ン
し~ ←格付与(主格，経験者格)
¥7s) Takezawa ¥1<js1)の分析:















なるのは S(= IP)のときであるという。与格被希求者は， rにJ草入規則Jに
よって格が付与されるものと想定されているorに-挿入規則」は補文の主語に
対応する与格名詩句といわゆる与格主語を統一的に扱うために提案されたメカ
ニズムである O 次の 2つの前提のもと，格フィルターに対ーする違反を避けるた
めに， r ~こ ω挿入規則j による与格の挿入が生じるという o (i)時制のある屈





b.彼に ロシア請を学ばせる O …………・……一…<与格被使役者>
c.彼に そこにいてほしい。………………………<与格被希求者>
これらの与格名詩句は，再帰代名詞の先行認になることができる点などで共



















(75) と (76)に示した分析は，格付与に関して逆の立場をとっている O し
かしながら，標準語の格フレームを見る限り，どちらの分析でも予測すること





























一方，水海道方言では， (80)の例文から明らかなように， hosi:や morae-de
は，状態述語であるが，幸市部を対格でマークすることができる O
(侶8初0ω) a. ora seng伊ar別 1ge j炉ome-godo hos討正i仁
私一主息子一与 嫁一対 ほしい
私は息子に嫁が欲しい。










(81) a. 1玉odomo(*-godo) meQkaQ-te morae-de. 
子供-主(*一対) 見つかってもらいたい
子供が見つかってもらいたい。




























(82) 経験者格 与格被希求者 ゴ1:与十各
名詩句(単文) 被希求者
再帰代名誌の
O O O 
先 行 言司
数量詔遊離 × O 。*)
補文の否定 外部 内部






















































































a. lmorae-de， hosi: I (希求者，補文) ……………非与格パターン
b. Imorae-de， hosi: I (希求者，被希求者，補文)……与格パターン
(85) Takezawa (1987)の分析を当てはめた場合:
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格の分類には 2つの見方がある O 形式格(formalcase)と分布格(distribu-






みよう O 第l変化名認と第2変化名詞では格の対立が異なる O















になる O この観点からは， r与える」の受け手の po邑taeは，与格と見なされ，















主語をA，目的語を0，自動詞文の主語を Sで表すことにしよう D 対格と能格
181 
は，ともにこの 3つの要素の中で仲間外れになっている要素を指す名称であるO
ある言語において形式上Aニ Sであり Oだけが別の格形式で表される場合， 0 
を表すマーカーは対格マーカーと見なされる O この場合， AとSを表す格形式
は主格と呼ばれるO これに対し，形式上Q=Sであり Aだけが別な格形式で表
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